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生麦　生米　生卵
な ま む ぎ  な ま ご め  な またまご
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早口ことば早口ことば早口ことば



モマン９月 - 03

山の月夜

　北原白秋 

白樺の幹はしろくて、

月の夜の風にひかるよ。

　お手手うて、窓のこどもよ、

白樺の幹はしろいよ。

朴の葉のかげはひろくて、

月の夜の土にゆれるよ。

　お手手うて、そとのこどもよ、

朴の葉のかげはひろいよ。

やま　  つき  よ

きたはらはくしゅう

しら かば　  みき

つき　　　よ　　　かぜ

 て　 て　　　　　　　  まど

しら かば　　 みき

ほう　 　は

つき　　　よ　　　つち

 て　 て

ほう　　　は

今月の詩今月の詩今月の詩



触らぬ神にたたりなし 

　なまじその物事に関係しなければ、災いを招くことは

　ない。

三人寄れば文殊の知恵

　平凡な人間でも、三人集まって考えれば、文殊菩薩の

　ような良い知恵が出る。

先んずれば人を制す

　何事も人よりも先に行えば、優位に立つことができる。

猿も木から落ちる

　その道に優れた人でも、時には失敗することもある。

山椒は小粒でもぴりりと辛い

　体は小さくても、優れた才能や強い気性を持っていて、

　侮れないこと。

さわ　  かみ

さんにん　よ　  もん じゅ　 　ち　 え

さき　  ひと　  せい

さる　 　き　 　お

さんしょう　  こ  つぶ　 　から

　もの ごと　　  かん けい　　　　　　　　　　　 　　わざわ　　　　まね

へい ぼん　　 にん げん　　　　　　　さん にんあつ　　　　　　　かんが　　　　　　　　 もん じゅ  ぼ  さつ

 よ　  ち  え　  で

なに ごと　　 ひと　　　　　　　さき　　おこな　　　　　　  ゆう  い　　　 た

　  みち　　 すぐ　　　　  ひと　　　　　　　とき　　　　  しっ ぱい

からだ　   ちい　　　　　　　　　　　 すぐ　　　　  さい のう　　  つよ　　  き しょう　　 も

あなど
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ことわざことわざことわざ



モマン９月 - 05

露の玉　ありたじたじと　なりにけり　
　川端茅舎

昼飯を　ぶらさげている　かがしかな　
　小林一茶

月はやし　梢は雨を　持ちながら　

　松尾芭蕉

つゆ　　たま

ひる めし

つき　 　こずえ　  あめ　  も

かわばた ぼうしゃ

こ ばやしいっ  さ

まつ  お    ば しょう 

俳　句俳　句俳　句



１　かんはかんでも家の出入口にあるかんはなあに？

２　甘くて長四角、切って食べるかんはなあに？

３　ふくろのようなくちばしを持ったかんはなあに？

４　投げ捨てるとめいわくになるかんはなあに？

 いえ　 　で  いり ぐち

あま　  なが  し   かく　 　き　  た

 も

 な　  す　
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なぞなぞなぞなぞなぞなぞ



モマン９月 - 07

《どんな音》

１ぽんで2１ぽんと1 どんなおと こんなおと3

（トントントン）4 「おに！」5 ２ほんと２ほんでどんなおと

こんなおと （トントントン）

「かに！」

6

３ぼんと３ぼんでどんなおと

こんなおと （トントントン）

「おひげ！」

7 ４ほんと４ほんでどんなおと

こんなおと （トントントン）

「ほうき！」

8

５ほんと５ほんでどんなおと

こんなおと （トントントン）

「こちょこちょこちょ・・・」

9

ひとさしゆびを

だす

はんたいのゆびも

だす

りょうてをふる

ひとさしゆびで

３かいたたく

りょうてのひとさし

ゆびをあたまに

①～④を２ほんのゆびで。

さいごはかおのよこでチョキ

①～④を３ぼんのゆびで。

さいごはひげをつくる

①～④を４ほんのゆびで。

さいごはゆらゆら

①～④を５ほんのゆびで。

さいごはこちょこちょ・・・

おと

手あそび手あそび



《お茶の歴史》

鎌倉時代　臨済宗の栄西が　

お茶を伝えて　お茶の歴史は　はじまった

室町時代　村田珠光は　禅の心を加え

茶室にて　心の静けさ求める　侘び茶をつくる

侘び茶を学んだ　武野紹鴎　千利休に　伝えたね

千利休は　侘び茶を完成

茶の湯を　芸術にまで高めたよ

 ちゃ　  れき し

かまくら じ  だい　  りんざいしゅう　  えい さい

　ちゃ　　つた　  ちゃ　  れき し

むろまち  じ  だい　  むら た じゅ こう　  ぜん　　こころ　  くわ

ちゃしつ　 　こころ　 しず　  もと　  わ　  ちゃ

 わ　  ちゃ　  まな　  たけ  の じょうおう　 せんの り きゅう　  つた

せんの りきゅう　  わ　  ちゃ　  かんせい

ちゃ　  ゆ　  げいじゅつ　  たか

モマン９月 - 08

今月のうた今月のうた今月のうた

千利休



モマン９月 - 09

自由奔放

　まわりのことを気にかけず、自分の思うままにふ

　るまうこと。

千載一遇

　千年に一回しかないような、めったにない絶好の

　機会。

猪突猛進

　後先のことを考えずに、むこうみずに勢いよく突

　き進むこと。

　 き　　　　　　　　　　　　  じ  ぶん　　  おも

せんねん　　  いっ かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ぜっ こう

  き  かい

あと さき　　　　　　　　　かんが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いきお　　　　　　　つ

　 すす

 じ  ゆう ほんぽう 

せん ざい いち ぐう 

ちょとつ もう しん

四字熟語四字熟語四字熟語
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こぶとり
　じいさん

　

　「こぶとりじいさん」は、ほっぺたに大きなこぶのある

おじいさんのお話です。

　お話を聞いた後で、質問にこたえてみましょう。

１　こぶをつけたおじいさんは、何人いましたか。

２　森の中で踊っていたのは、誰でしたか。

３　鬼は、どうしておじいさんのこぶを、とったのですか。

４　気の短いおじいさんは、のんきなおじいさんの話を聞い

　　てどうしましたか。

５　気の短いおじいさんは、どうしてこぶをつけられてしま

　　ったのですか。

おお

はなし

はなし　　き　　　　　 あと　　　　  しつ もん

なん にん

もり　　  なか　　 おど だれ

おに

き　　  みじか  はなし　　 き

き　　  みじか 

おはなしおはなし
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	モ09目次05俳句
	モ09目次06なぞなぞ
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